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髙
橋
一
夫
さ
ん
は
、
移

住
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
る
移
住
サ

ポ
ー
タ
ー
の
一
人
。
移
住
者

の
希
望
や
不
安
を
受
け
止

め
、
地
域
に
溶
け
込
む
た
め

の
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

　

「
知
り
合
い
が
誰
も
い
な

い
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

土
地
で
生
活
を
築
く
こ
と

は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
。
そ
う
話
す
髙
橋

さ
ん
に
、
移
住
者
が
地
域
に
な
じ

み
、
地
域
も
快
く
歓
迎
す
る
、
そ
の

た
め
の
コ
ツ
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

「
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
互
い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
す

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
万
が

一
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
火

災
が
起
き
た
と
き
、
地
域
が
助
け

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
清
掃

活
動
に
行
こ
う
』『
老
人
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
よ
う
』
な
ど
壁
を
作
ら
な

い
小
さ
な
声
掛
け
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま
す
。
」
困
っ
た

と
き
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が

い
る
安
心
感
は
、
移
住
者
に
限
ら

ず
、
誰
し
も
生
活
の
支
え
に
な
り

ま
す
。

　

「
イ
ン
フ
ラ
や
商
業
施
設
が
充

実
し
た
地
域
が
住
み
や
す
い
、
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
地
域
の
温

か
み
が
、
人
を
そ
の
地
に
根
付
か

せ
る
カ
ギ
に
な
る
の
で
は
、
と
思

い
ま
す
」

　

ま
た
、
髙
橋
さ
ん
は
、
仕
事
へ
の

不
安
を
移
住
者
か
ら
耳
に
す
る

こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
移
住

後
、
仕
事
が
無
け
れ
ば
生
活
が
成

り
立
た
ず
、
不
安
に
思
う
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
。「
都
会
に
比
べ

て
仕
事
が
少
な
い
。
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
が
減
っ
て

い
く
中
で
、
後
継
者
不
足
を
嘆
く

業
者
は
多
く
い
ま
す
。
業
者
と
地

域
の
人
、
移
住
者
と
移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
、
多
く
の
人
同
士
で
つ
な
が

り
や
交
流
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
う

い
っ
た
情
報
を
共
有
で
き
、
就
業

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
地
域

の
存
続
に
も
い
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
」

　

市
内
で
は
、
農
業
・
製
造
業
な

ど
多
く
の
業
種
で
、
後
継
者
が
い

な
い
た
め
に
廃
業
す
る
業
者
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
廃
業
に
よ
っ

て
、
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
技

術
や
伝
統
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
人
が
受
け
継
い
で
い
く

に
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
移
住
者

が
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
」
と

髙
橋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

『
移
住
者
』
も
地
域
に
根
付
き
、

い
つ
か
は
『
地
元
の
人
』
と
な
り

ま
す
。
何
気
な
い
声
掛
け
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
な
が
り
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
と
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
口
が
減
る
に
つ
れ
て
、
市
内

に
「
空
き
家
」
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
人
が
暮
ら
し
て
い
な
い
建
物

は
傷
み
や
す
く
、
倒
壊
の
危
険
も

高
ま
り
ま
す
。
強
風
な
ど
に
よ
っ

て
、
ト
タ
ン
屋
根
が
飛
ん
で
く
る

な
ど
の
被
害
も
実
際
に
出
て
お

り
、
人
命
さ
え
も
脅
か
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
管
理
が
行
き
届
か

ず
、
草
木
が
生
い
茂
っ
て
景
観
を

損
ね
た
り
、
野
生
動
物
の
住
み
か

と
な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
移
住
者
が
住
居
を
探
す
際
、
空

き
家
に
注
目
す
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
や
古
民
家
カ
フ
ェ
（
古
民
家
風

の
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た
喫
茶

店
）
な
ど
の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、

ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
こ
う
い
っ
た
移
住
者

の
ニ
ー
ズ
と
空
き
家
を
つ
な
ぐ
た

め
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
空
き

家
は
、
お
お
さ
き
移
住
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
、

移
住
者
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
を
所
有
す
る
人
は
、
ぜ

ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

移住サポーターに

　　尋ねる

移住サポーター

髙橋 一夫さん （岩出山地域在住）

地域で支える空
き
家
を
生
か
す
と
い
う
こ
と

　移住者が大崎を選ぶ理由はさまざまですが、この地の何か

にほれ込み、大崎を知りたいと感じてくれることは共通して

いることでしょう。

　それは、長年大崎に暮らしている人にも、通じていること

かもしれません。「豊かな自然」「おいしい食材」「温泉がある」

「人の温かみがある」「家族や大切な人がいる」。住みなれた地

の自慢や好きなところなど、暮らし続ける理由・魅力は必ず

あります。
空き家バンク 空き家を登録した所有者などに1件につき1万円を助成します。

空き家×移住者
空き家バンク登録した空き家に移住者が入居した場合、移住者へ家賃

を減額した分、所有者などへ月額最大4万円（3年間）を助成します。

交
付
要
件

※ここでいう「空き家」とは、個人が居住を目的として建築し、おおむね年間を通して居住していない市内にあ

　る建物をいいます。「大崎市空家活用定住支援事業助成金交付要綱」に基づき、空き家バンクに登録された空

　き家は、移住支援センターを通じて、移住者などへ情報提供されます。

※そのほか条件がありますので、希望する人は必ず事前に建築住宅課住宅計画係（23-8057）までお問い合わせください。

①入居者は少なくとも5年以上の入居を見込んでいること、②入居時の一時金（敷金など）は、月額家賃の2カ

月分以内とすること、③月額家賃は10万円以内とすること、④定期借家契約の場合は契約期間を3年以上と

すること、⑤賃貸借契約書に市からの家賃助成金分が月額減額される旨および不正に入居した場合契約解除

について記載されてあること、⑥賃貸借契約を結んだ移住者と所有者が、3親等以内の親族でないこと、⑦所

有者は毎年入居者の状況（家賃納入状況など）を報告すること、⑧入居者は、市の求めに応じて世帯構成や所

得の状況調査などに協力すること

STEP  STEP  STEP 

空き家所有者と

登録不動産事業者間で

仲介契約を締結

空き家所有者が

おおさき移住支援センターに

空き家バンク登録を申請

おおさき移住支援センターから

「空家バンク登録完了書」を

受け取り

市へ助成金申請

特集　豊かな生活を守るために

空き家バンク登録助成金

家賃助成金

問い合わせ先

 おおさき移住支援センター cu:rus（くーらす）  25-4493

 建築住宅課住宅計画係  23-8057

空き家バンクの登録や移住に関する詳しい内容は、お問い合わ

せください。

家賃助成金のほか、所有者が空き家の改修を行う場合、最大100

万円を助成します。空き家バンク登録後の改修や家賃助成の詳

しい内容は、下記にお問い合わせください。

 おおさき移住支援センターcu:rus（くーらす）  
（水曜日定休）25-4493

 政策課政策企画担当 23-2129

 建築住宅課住宅計画係

  23-8057




